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IAA 2019：ボッシュ、eモビリティ領域の受注総額が 130億

ユーロを達成 

モビリティ事業は再び市場を上回る成長を記録 

 

 ロバート・ボッシュ GmbH取締役会会長フォルクマル・デナー：「ボッシュはモビリ

ティを気候にやさしく手頃なものとします」 

 事業に関する各種データ：困難な環境で地歩を保つモビリティ事業 

 未来のモビリティへのカギ：ボッシュは毎年約 30億ユーロをソフトウェアの専門技

術に投資 

 内燃機関から燃料電池まで：ボッシュはあらゆる種類のパワートレインの改良を強

化 

 自動運転への足がかり：自動バレーパーキングの承認を取得 

 

 

 

シュトゥットガルト／フランクフルト（ドイツ） –ボッシュは eモビリティの領域において、他

社を先導しています。この領域で、ボッシュほど専門性の高い企業はありません。その

高い専門性により、ボッシュは 2018年初めから、乗用車および小型トラック向けバッ

テリー電動パワートレインの生産プロジェクトを含め、eモビリティ領域において約 130

億ユーロの受注を獲得しています。こうした順調な受注状況と技術革新力によって、

ボッシュは厳しい事業環境の中で地歩を保っています。モビリティ ソリューションズ事

業セクターは、2019年も世界の自動車生産を上回る成長を続けています。自動車市

場は大きく低迷する傾向にあるものの、モビリティ ソリューションズ事業セクターの売上

高は、前年をわずかに下回る水準となる見通しです。「モビリティの変革には困難が伴

いますが、チャンスもあります。そうしたチャンスをつかみたいと考えています」と、ロ

バート・ボッシュ GmbH取締役会会長のフォルクマル・デナーは述べています。技術的

には、ボッシュはオープンな姿勢で未来のモビリティにアプローチしています。すなわ

ち、従来のパワートレインのさらなる改良促進と、急速な電動化です。さらに、モビリ

ティの自動化、ネットワーク化、パーソナル化にも取り組んでいます。 これを実現するカ

ギとなるのが、エレクトロニクスとソフトウェアです。ボッシュのモビリティ事業は現在約

1万 4,000人のソフトウェアエンジニアを雇用しており、ソフトウェアの専門技術に対す

る年間支出は 30億ユーロに上ります。環境にやさしい方法で人々のモビリティを確保

し、誰もがモビリティにアクセスできるようにすることを目指して、「ボッシュはモビリティ

を気候にやさしく手頃なものにしています」と、デナーは述べています。 
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効率的なパワートレイン：内燃機関から燃料電池へ 

ボッシュは気候変動対策をリードしています。その取り組みは、来年から世界の全拠点

をカーボンニュートラルにすることだけにとどまりません。「地球温暖化や大気環境に大

きな影響を及ぼさないモビリティ ソリューションの開発にも注力しています」とデナーは

付け加えます。ボッシュは Emission-free（排出ガスのない）モビリティに毎年約 4億

ユーロを投資しています。eモビリティ領域において、ボッシュは自転車からトラック、48 

Vマイルドハイブリッドから完全電動パワートレインまで、他社より広範囲に対応してい

ます。ボッシュは 48 Vバッテリーで市場における主導的地位を獲得することを目指し、

バッテリーセルの生産で中国の寧徳時代新能源科技（CATL）と長期の戦略的提携契

約を締結しました。2019年初頭、ボッシュは乗用車と小型トラック向け eモビリティ関

連コンポーネントとシステムの売上高が 2025年までに 50億ユーロに達するとの予想

を示しましたが、現在では 50億ユーロを上回るとしています。「Emission-free（排出ガ

スのない）のモビリティをもたらすテクノロジーが何であれ、そうしたテクノロジーを受け

入れる市場を獲得する必要があります。 そのためには、手頃なソリューションを提供す

るしかありません。提供しなければ、地球温暖化を止めることはできないのです」とデ

ナーは述べています。ボッシュは、eモビリティのマーケットリーダーになる道のりにお

いて燃料電池の大規模な市場を創出したいと考えており、生産を開始しようとしていま

す。スケールメリットにより、依然として高価なテクノロジーが、よりコストパフォーマンス

に優れたものとなるのです。「ボッシュは手頃な価格での代替パワートレインの提供を

目指しています」とデナーは述べています。 

 

新たなテクノロジー：粒子状物質とブレーキダストを低減 

ただし、2030年には新車全体の 4分の 3が依然として従来のエンジンを搭載し、その

一部が 48 Vシステムまたはプラグインハイブリッドといった電力でサポートされている

と予測しています。そのため、ボッシュはディーゼルエンジンだけでなく、ガソリンエンジ

ンの効率化も進めています。最近の成果は、エンジンの仕様変更と最新の排出ガス後

処理技術がもたらすもので、ガソリンエンジンからの粒子状物質（PM）の排出が、実走

行時であっても欧州排ガス基準「Euro 6d」を 70％下回るレベルまで低減するというも

のです。ボッシュはまた、ブレーキングからの粒子状物質（PM）の排出を最小限に抑え

ることを目指しており、ブレーキ粉じんの発生を従来のブレーキディスクのわずか 10％

に抑える iDiscや、電気自動車のブレーキ粉じんを 95％以上削減することができる回

生ブレーキシステムなどを開発しています。 

 

マイルストーン：初のレベル 4システムが承認 

ボッシュはまた、自動運転の分野でも大きな成功を収めています。ドライバー アシスタ

ンス システムは、自動運転を支える基盤です。この分野の今年の売上高は 12％増の

20億ユーロとなる見通しです。自動運転の次のレベルの実現に向け、ボッシュは

2022年までに 40億ユーロを投資する予定です。現在は、米国およびアジア市場向け

に、ドライバーが高速道路でハンドルから手を離すことができるレベル 2システムの開

発を進めています。ドイツでは先ごろ、ボッシュとダイムラーがシュトゥットガルトにある

メルセデス・ベンツ博物館の駐車場に設置した自動バレーパーキングについて、世界
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初となるレベル 4システムとして承認を取得しました。この自動バレーパーキングサー

ビスは、プロトタイプの段階を超えて進歩を遂げました。 2021年末までに、他の多数

の駐車場に自動バレーパーキングが設置されると見込まれています。 

 

カスタマイズされたモビリティ：シャトルサービスとローリングシャシー 

モビリティ産業の変化に伴い、新たな市場参加者が登場しています。 ボッシュも DiDi、

Lyft、Uberなどのプレーヤーと協力し、新たな市場に参入しています。これら 3社は、

世界で 1日 5,000万件を超える配車を行っている大手ライドシェア企業です。中国の

モビリティサービスの大手プロバイダーである DiDiは、ボッシュのクラウドベースの

バッテリーサービスを利用して、保有車両のバッテリー寿命を延ばしています。 

 

将来、こうしたモビリティサービスプロバイダーは、シャトルを使ってカスタマイズされた

オンデマンドモビリティを提供するようになります。 2025年までに、250万台以上の

シャトルが世界の道路を走行するようになると予測されています。ボッシュは、電動化、

自動化、ネットワーク化、パーソナル化のためのソリューションによって、モビリティサー

ビスプロバイダーが最大限の快適さとセキュリティを備えたライドシェアサービスを提供

できるよう支援したいと考えています。このようなシャトルの基本構成部分はローリング

シャシーとなるでしょう。これは、さまざまな車体設計に柔軟に対応することが可能な、

すぐに走行できるモジュラー式プラットフォームです。 ボッシュは今年初め、シャシーお

よび自動車機器テクノロジーのスペシャリストである Bentelerと、ローリングシャシー

の分野で提携しました。Automobil Pininfarinaが、このローリングシャシーを自社の車

両に使用する最初の顧客となり、シャシーの再販も手がける予定です。 

 

Press photograph: #2725587, #2725588, #2725589, #2725590, #1728556, 

##2068019, #2725720, #1147921, #2725592, #1852121, #2725719, #2068017 

 

報道関係対応窓口： 

Inga Ehret, 

電話: +49 711 811-16476 

Twitter: @BoschPresse 

 
世界のボッシュ・グループ概要 
モビリティ ソリューションズは、ボッシュ・グループ最大の事業セクターです。2018年の売上高は476

億ユーロで、総売上高の61％を占めています。モビリティ ソリューションズの売上により、ボッシュ・グ
ループはリーディングサプライヤーの地位を確立しています。モビリティ ソリューションズ事業は、
Accident-free（交通事故のない）、Emission-free（排出ガスのない）、魅力的なモビリティを目指し、
自動化、電動化、ネットワーク化の領域においてグループの専門知識を統合させ、お客様にトータル
ソリューションを提供します。その事業領域は主に、内燃機関の燃料噴射テクノロジー／パワートレイ
ン周辺機器、パワートレイン電動化のさまざまなソリューション、車載向け安全システム、ドライバー 

アシスタンス システム／自動化機能、ユーザーフレンドリーなインフォテインメントやVehicle-to-

Vehicle（車車間）およびVehicle-to-Infrastructure（路車間）通信、オートモーティブ アフターマーケッ
ト向けのリペアショップコンセプト／テクノロジー／サービスなどです。さらにボッシュは、電気駆動マネ
ジメントや横滑り防止装置ESC（エレクトロニック スタビリティ コントロール）、ディーゼル用コモンテー
ルシステムなどの自動車の重要な革新技術を生み出してきました。 

 
ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカン
パニーです。2018年の従業員数は約 41万人（2018年 12月 31日現在）、決算報告での売上高は
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785億ユーロ（約 10兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ ソリューションズ、産業機器テ
クノロジー、消費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4事業セクター体制で運営しています。
ボッシュは IoTテクノロジーのリーディングカンパニーとして、スマートホーム、スマートシティ、コネク
テッドモビリティ、さらにコネクテッドインダストリーに関する革新的なソリューションを提供しています。
ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関する豊富な専門知識と「Bosch IoT cloud」を活
かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソリューションをワンストップでお客様に提供することが
できます。ボッシュ・グループはコネクテッドライフに向けたイノベーションの提供を戦略的な目標に定
め、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて生活の質の向上に貢献します。つまり、ボッ
シュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-人と社会に役立つ革新のテクノロジーを生み
出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュ GmbHとその子会社 460社、世界約 60カ
国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービスパートナーを含むグローバルな製
造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべての国々を網羅しています。ボッシュの
未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界 130の拠点で約 6万 8,700人の従業員が研
究開発に携わっています。 

 

*2018年の為替平均レート：1ユーロ＝130.92534円 

 

 
さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 
www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
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